
～氏家駅東地区魅力向上まちづくり～

基本計画（案）の策定に向けて

さくら市での　暮らしを楽しむ　魅力あるまちを目指して

令和7年9月25日 
基本計画策定懇談会資料



基本構想策定の目的
（令和４年８月策定）

 ■市全体からみた背景（マクロ）
少子高齢化でも持続できる市街地環
境の形成

氏家駅（公共交通拠点）を中心とし
た交通ネットワーク環境の向上

都市全体のにぎわいを促進するまち
の顔の形成

 ■地区からみた背景（ミクロ）
中心市街地（商業地）の衰退

少子高齢化の進行と空家空地の増加

駅前交通混雑による安全上の不安

 ■基本構想策定の目的
氏家駅東地区が有する特性や課題を
踏まえながら、本市の中心地として
の発展と市民・来訪者にとって暮ら
しを楽しむ魅力ある街なかの形成を
目指し、生活者や商業事業者等の考
えを反映した住民参加型まちづくり
の実現を目的とします。

※国土地理院データより作成 １



氏家駅東地区の役割
【都市計画】

氏家駅から県道上高根沢氏家線
に挟まれる本地区は、大部分が
近隣商業地域に指定され、多く
の人々の往来と買い物環境によ
り賑わいの中心的な役割を担う
エリアです。

地区の骨格と交通の流れを円滑
にする都市計画道路は、駅前広
場 か ら （ 都 ） 氏 家 喜 連 川 線 と
（都）氏家停車場線の２路線の
計画です。(昭和36年10月30日
決定)

（都）氏家喜連川線は駅前広場
から上町交差点の区間は地区の
主要軸であり、幅員16mの計画
です。

（都）氏家停車場線は（都）氏
家喜連川線を補完する役割で、
幅員12mの計画です。

駅前広場は現在(2,500㎡)より
広い2,800㎡の計画です。

資料：都市計画図（詳細版）
２

(16.0)

(12.0)

上町交差点

氏家駅東入口
交差点



アンケート調査・
地元意見交換会

（令和２年～４年）

３

■氏家駅東地区まちづくりに関するアンケート調査の実施

対象者 　駅東地区の土地所有者または建物所有者　２４８名

方法 　郵送

実施期間 　令和２年１０月２４日～１１月８日

回収数 　１３２票

回収率 　５３．２％

■地元住民との意見交換会の実施

第１回
　琴平通り商店街協力会　　令和３年１１月１８日（１７名）
　栄町行政区　　　　　　　　　令和３年１１月２１日（８名）
　上町行政区　　　　　　　　　令和３年１２月１１日（６名）

第２回
　琴平通り商店街協力会（４名）
　栄町行政区（３名）　　　　　　　　　令和４年５月２５日（合同）
　上町行政区（３名）　　　　　

第３回
　琴平通り商店街協力会（３名）
　栄町行政区（４名）　　　　　　　　　令和４年７月１４日（合同）
　上町行政区（４名）　　　　　

【意向調査エリア】

エリア内人口・世帯：約470人・約210世帯
（令和2年10月1日現在）

＜集計結果＞まちづくりの取組み方⇒約７割の方が「総合的な事業として、計画的に事業を実施する」
　　　　　　　　　まちづくりの進め方⇒約７割の方が「住民等と行政が協力するまちづくりとして進める」



氏家駅東地区まちづくりに関するアンケート集計結果（抜粋）　　　令和２年１０～１１月

Ｑ９．まちづくりの取り組み方について

Ｑ１０．まちづくりの進め方について

Ｑ１１．まちづくり検討に必要なことは？

Ｑ８．今後の地区居住について

1, 70.0%2, 2.2%

3, 23.3%

4, 2.2% 無効・無回答, 2.2%
１.　住み続けたい

２.　別の場所に移りたい

３.　わからない

４.　その他

無効・無回答

　１　住み続けたい　約７０%

1, 21.1%

2, 51.1%

3, 15.0%

4, 3.0%

5, 6.0% 無効・無回答, 3.8%

１.　より多くの課題を解決できる総合的な事業と
して実施する
２.　優先すべき取り組みから計画的に事業を実施
する
３.　時間がかかっても、できる取り組みから1つ1つ実施する

４.　今のままで良い（取り組みは必要ない）

５.　わからない

無効・無回答

１と２の計　約７０%

1, 
7.5
%

2, 60.9%

3, 18.8%

4, 
9.8%

無効・無回答, 3.0% １.　地権者・住民等が主体となって進める民間主導型
のまちづくり

２.　地権者・住民等と行政が協力する協働型のまちづ
くり
３.　行政が主体となって進める行政主導型のまちづくり

４.　わからない

無効・無回答

１と２の計　約７０％

10.5%

40.6%

57.1%
36.1%

5.3%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１.　住民等による話し合い

２.　きめ細かな住民等の意向の把握

３.　まちづくりに関する専門的な情報の提供

４.　行政による勉強会・説明会の開催

５.　その他

無効・無回答

４



魅力向上に
関する課題整理

 ■本市の都市課題
さくら市が成長・持続するための定住人口の
確保

都市や地域のにぎわいとなる交流人口の確保

 ■本地区に関係するターゲットごとの魅力向上課題

①居住者
　　生活の場としての課題

②高齢者
　　安心できる日常のための課題

③商業者
　　中心商店街を存続するための課題

④駅利用者
　　駅の利便性向上のための課題

⑤買い物客
　　日常的な買い物のための課題

⑥若者・子育て世代
　　若い世代が過ごせるための課題

⑦来街者
　　交流機会を高めるのための課題

ターゲット 課題・要望等のポイント

①居住者

・通勤通学時間帯の駅周辺の渋滞
・琴平通り等の歩行空間の不足と危険運転への不安
・幅員不足や電柱等による中学校通学路の歩行環境の不安
・狭隘道路による安全安心の不安
・住宅の老朽化と密集による不安
・空き家増加による防災・防犯の不安
・大雨時における道路冠水の発生
・人口減少と高齢化による地域コミュニティ活動への不安
・定住促進にはハード施策とソフト施策の両方が必要

②高齢者
・高齢居住者の住まいの維持
・歩いて利用できる買い物の場
・気軽に利用できる公共交通サービスの提供が不足
・楽しく集まれる機会が必要

③商業者

・中心商業地の存続
・歩いて買い物が楽しめる琴平通りへのバージョンアップ
・後継者の未定（事業継続の影響）
・新規起業者の確保と支援
・商業施設の老朽化
・空き店舗増加の懸念
・大谷石蔵などを活用した特色ある商業施設の確保
・商店街街路灯の管理維持の不安

④駅利用者
・駅前広場ロータリーと4方向からの接続道路による使いにくさ
・駅西口から駅構内移動の不便さ

⑤買い物客
・食料品や買い回り品を扱う店舗の不足
・コンビエンスストアの未立地
・利用しやすい飲食店の点在
・徒歩圏域における買い物の場の不足

⑥若者
   子育て世代

・街なかでの楽しめる機会、過ごせる場の不足
・子育て世代の街なかへの引込み
・子育て支援の可能性（氏家保育園の立地性）

⑦来街者
・さくらテラス（駅前情報館・展示館）、さくらスクエアの利用促進
・市民活動支援センターの耐震対策
・市内観光の発着地
・新たな施設やイベントなどによる来訪機会の提供

都市課題からつながる
本地区の課題を整理

５



まちづくりの
基本方針

■全市的な都市づくりに
おける本地区の役割

●氏家市街地における拠点形
成：総合計画、進化プラン、都
市計画マスタープラン等の上位
計画において、氏家市街地の役
割は生活環境の向上により市民
の豊かな暮らしを実現し、中心
市街地としての魅力と観光行動
の環境を構築することにより、
持続可能な都市づくりを実現し
ます。

●氏家市街地におけるネット
ワーク形成：国道・県道等によ
り市内各拠点や周辺市町との最
低限のアクセス性は確保されて
いますが、コンパクトシティ形
成のためには氏家喜連川線のう
ち、駅前から上町交差点区間に
おける交通の円滑化が重要です。

６

拠点及びネットワーク概念図
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まちづくりの
基本方針

 ■基本目標

 『さくら市での暮ら

   しを楽しむ魅力

   あるまち』

子どもから大人まで楽しめる駅前
の魅力を高めます

本地区の魅力が起点となって街な
かの暮らしやすさを向上させます

本地区の魅力がきっかけとなって
市全体の観光や交流活動を活性化
します

魅力向上まちづくり構想（案）

７

(都)氏家喜連川線(市道)と(都)氏家
停車場線(県道)との振り替え検討

(都
)氏

家
喜

連
川

線
(市

道
)

(都)氏家停車場線(県道)

等（上町交差点）



現況・計画断面図

都市計画道路 （３・５・１号）氏家喜連川線
（市道U2-28号外：通称 琴平通り外）

現　況

計画延長320m　計画幅員16m
（昭和３６年１０月３０日決定）

８

現道幅員約7m

琴平通り：上町交差点

琴平通り：東区間



■１６ｍ計画幅員※の考え方

• 自転車と歩行者の安全な通行スペースを確保

• 災害時の電柱倒壊を防ぐため無電柱化（設備スペース確保）

①安全性、防災性
の向上

• 無電柱化と余裕ある歩道・自転車道により街並みの景観向上

• 歩いて楽しく買い物ができる商店街を形成
②商店街の活性化

• 円滑に自動車が走行できる車道幅員を確保

• 駅や商店街利用のため、適度な自動車交通の増加に対応

③自動車交通の円
滑化

９

※本幅員を基本に、今後、関係機関と協議を進めるものであり、変更の可能性があります



現況・計画断面図

都市計画道路 （３・５・２号）氏家停車場線
（一般県道 氏家停車場線）

現　況

計画延長320m　計画幅員12m
（昭和３６年１０月３０日決定）

１０

現道幅員約8m

琴平通り：上町交差点

琴平通り：東区間

計画道路幅員12m

車道7m 歩道2.5m歩道2.5m

3.5m 3.5m



■１２ｍ計画幅員※の考え方

•歩行者の安全な通行スペースの確保

•雨水排水施設の設置スペースの確保

①安全性、防災性
の向上

•バスが円滑に走行できる路肩の設置

•駅や商店街利用のため、適度な自動車交通の増加に対応

②路線バスと自動
車の安全走行

•余裕ある歩道により街並みの景観向上

•歩いて楽しく買い物ができる商店街を形成
③商店街の活性化

１１

※本幅員を基本に、今後、関係機関と協議を進めるものであり、変更の可能性があります



※これ以降は基本構想策定以降の検討内容

■参考事例
 １６ｍ道路（大田原市・トコトコ大田原周辺）  １６ｍ道路（那須塩原市・黒磯駅前）

１２



都市計画道路整備
に関する意向調査

１３

■目的：都市計画道路氏家喜連川線（ＪＲ
氏家駅前から上町交差点の区間）の整備に
あたり、土地所有者及び土地・建物の借用
者の事業化に関する意向を把握し、当街路
の整備推進を検討する際の参考資料とする。

■対象者：街なか交流軸形成エリア（氏家
喜連川線沿線周辺）の土地所有者及び土
地・建物の借用者の計126人 

■実施期間：令和5年11月下旬～1月下旬 

■調査範囲：約5.9ha

■結果：
  回収率：85.7%
　　 　(対象者126人、うち回収108人)
  賛成：71.3%
　　　 (回収108人、うち賛成77人)
  反対：19.4%
           (回収108人、うち反対21人)
  その他：9.3%
           (回収108人、うちその他10人)
 

  

賛成 反対 その他

賛成
71.3%

反対
19.4%

その他
  9.3%



賛成 反対 その他

賛成
71.3%

反対
19.4%

その他
  9.3%

①総合的なまちづくりとしてまとまった区域で道路・公園・雨水排水・宅地等を一体的に整備

②都市計画道路沿いに限定したまちづくりとして、道路・駅前広場の用地確保を考慮した区域で一体的に整備

③道路・駅前広場を優先的に整備し、その他の施設整備や土地利用は時間をかけて行う

④新たな道路は整備せず、琴平通りをきれいに改修する程度でよい

⑤新たな道路は整備せず、現在の琴平通りと駅前広場のままでよい

⑥その他

⑦無回答

④14.8%

⑥5.6%

都市計画道路整備に関する意向調査結果（約５．９ha）　　令和６年１月

①38.9%

②13.9%
③15.7%

⑤3.7%

⑦7.4%

１４

問 ： 都市計画道路整備への考え 問 ： 整備のあり方



交通調査結果・駅東西通過交通と道路計画の検討
                 　　　 ※調査時間帯は7:00～19:00の12時間交通量

乗用車の交通
琴平通りから駅前
流入交通

県道から駅前流入
交通

アンダーパスから
駅前流入交通

流入総台数 1005台 709台 1236台

琴平通りへの通
過台数

22台
（3.1％）

309台
（25.0％）

県道への通過交
通

38台
（3.8％）

715台
（57.8％）

アンダーパスへ
の通過交通

706台
（70.2％）

415台
（58.5％）

１５

駅前の交通調査において，JR宇都宮線アンダーパス拡幅整備の効果として駅東
西の通過交通が発生していることが確認された。
内訳は琴平通りから駅前流入1005台のうち，アンダーは70.2％。
県道から駅前流入709台のうち，アンダーは58.5％。
アンダーパス市道から駅前流入1236台のうち，琴平通りへ25.0％，県道へ
57.8％であり，アンダーパス交通量の83％が駅前の通過交通となっている。

駅前広場の整備では，次の視点による交通計画を検討する必要がある。
• ロータリーの一方通行化
• ロータリー内の通過交通の抑制
• ロータリー接続道路の抑制

JRｱﾝﾀﾞｰﾊﾟｽ 



Sakura1125

整備区域と順序 初 期　（４年）
２０２４(R6)～２０２７(R9)

短 期　（１０年）
２０２８(R10)～２０３７(R19)

中 期（５年）
２０３８(R20)～２０４２(R24)

長 期　（５年～）
２０４３～２０４７～

A-１区域(約4.9ha) 第１期
地元調整・区画整理区域の都

市計画計画決定
事業認可・用地取得

仮換地指定・移転補償

 
仮換地指定・移転補償

工事  

B区域(約4.9ha) 第２期
　　　　　　　地元調整・計画決定

事業認可・用地取得
移転補償　　　　　　　　　　 移転補償・工事

A-２区域(約2.8ha) 第３期
    地元調整・計画決定

事業認可・用地取得
移転補償・工事

■スケジュール（案）　　　　　　

基本構想時の区域図（案）(約12.1ha)

（都
）氏

家
喜

連
川

線
（市

道
U2-28号

）

１６※本区域などを基本に、今後、関係機関と協議を進めるものであり、変更の可能性があります

基本計画（案）区域図（案）(約12.6ha)

(都
)氏

家
喜連

川
線
(市

道
U2-

28
号
)

(都)氏家停車場線(県道氏家停車場線)

上町交差点

氏家駅東入口

交差点

A-1区域：第1期[2028(R10)～2042(R24)] 約4.9ha
 都市計画道路整備、駅前広場改良、市道等拡幅
 公園整備（土地区画整理事業）
  C=約50億円（うち市費 約25億円）

B区域：第2期[2038(R20)～2047(R29)] 約4.9ha
 県道氏家停車場線・市道拡幅
  C=約20億円（うち市費 約10億円）

A-2区域：第3期［2043年(R25)以降)］約2.8ha
 県道上高根沢氏家線・市道等拡幅
 公園整備
  C=約20億円（うち市費 約10億円）

(

都)

大
通
り
線(
県
道
上
高
根
沢
氏
家
線)



基本計画（案）区域図 １７

A-2区域：第3期［2043年(R25)以降)］約2.8ha
 県道上高根沢氏家線・市道等拡幅、公園整備
  C=約20億円（うち市費 約10億円）

B区域：第2期[2038(R20)～2047(R29)] 約4.9ha
 県道氏家停車場線・市道拡幅
  C=約20億円（うち市費 約10億円）

A-1区域：第1期[2028(R10)～2042(R24)] 約4.9ha
 都市計画道路整備、駅前広場改良、市道等拡幅、
 公園整備、複合施設用地確保
（土地区画整理事業区域を新たに都市計画決定）
  C=約50億円（うち市費 約25億円）
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線
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道
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28
号
)

(都)氏家停車場線(県道氏家停車場線)

(

都)
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り
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県
道
上
高
根
沢
氏
家
線)

＜検討中の案＞
■整備区域（案）

※本区域を基本に、今後、
地元の皆様や関係機関と
協議を進めるものであり、
変更の可能性があります

上町交差点

氏家駅東入口

交差点



第１期計画区域（案） １８

＜検討中の案＞
■A-1区域：第１期
の整備区域（案）

※本区域を基本に、今後、地元の皆様や関係機関と協議を進めるものであり、変更の可能性があります

上町交差点

氏家駅東入口

交差点

(都
)氏

家喜
連
川線

(市
道
U2-

28
号
)

(都)氏家停車場線(県道氏家停車場線)

(
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大
通
り
線(

県
道
上
高
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沢
氏
家
線)



駅前広場イメージ図 １9

駅前広場シェルター整備例

【駅前広場面積】
・供用面積：2,500㎡
・都市計画決定面積：2,800㎡（40m×70m）
・都市計画決定変更増加面積：400㎡（40m×10m）



２０

■事業実施による幅広い効果
（A-1区域は土地区画整理事業と想定）

•地籍確定による土地売買の促進【地籍整備率０⇒１００％】

•道路開通と狭隘道路解消による土地活用促進➡空地と空家解消

•公共空間増加による安全で魅力ある生活環境の形成
①土地利用の促進

•上町交差点の改良と駅前広場の拡張による交通渋滞の解消

•歩道設置による通学路と歩行空間の安全性向上

•雨水排水改善と避難路確保による公衆衛生及び防災性向上

②交通の円滑化と
安全性の確保

•総合的なまちづくりによる賑わい創出と商店街のリニューアル

•若い世代が集まるウォーカブルな街への再生

•駅前地区への複合施設立地による交流促進
③まちの活性化



勉強会・意見交換会

２１

■栃木県との勉強会・意見交換会

　令和６年５月３０日　　意見交換会

　令和６年６月２１日　　勉強会

　令和６年７月１２日　　勉強会

　令和６年１０月１日　　行政視察（茨城県）　

  令和７年１月１４日　　勉強会

　令和７年１月２９日　　意見交換会　

　令和７年６月１０日　　勉強会

■市議会との勉強会・意見交換会

　令和６年１２月５日　　建設経済常任委員会

　令和７年１月１７日　　議員全体研修の事前勉強会　　

　令和７年１月２８日　　議員全体研修（茨城県）　

　令和７年６月１６日　　議員勉強会



２２

• 都市計画道路（氏家喜連川線）の整備を軸としたまちづくりに
対し約7割の方が賛成 ➡ 事業成立可能性あり、さらに地元の
合意形成へ

①地元意向調査の結
果から(R5～)

• 段階的な沿道（地籍）整備型の区画整理が可能に(H20～)

• 氏家駅東地区（準DID地区※）でも（都市再生）土地区画整理
事業に国庫補助金等が活用可能に(R7～)

②国における事業認
可要件の緩和　

• 都市計画道路（県道と市道）を含めた駅東地区のまちづくり手
法について検討中

③県の支援及び協力
(R6～)

④さくら市の市街地整
備優先度(R6～)

•上阿久津台地土地区画整理事業が完了したことにより、当地区の整備
優先度が上がった
•立地適正化計画において氏家駅周辺を都市機能誘導を図る区域に位置

づけ（R7年3月策定）➡都市再生整備計画関連事業の活用が可能に

■駅東地区の事業着手時期について（なぜ今なのか）

　※準DID地区とは、ある程度高い人口密度でつながっている区域



　令和７年度　スケジュール（案）
　
　６月　　栃木県県土整備部関係部局との基本計画（案）の意見交換
　　　　　市議会との基本計画（案）の勉強会（６月１６日）
   ７月　　地元行政区代表者との基本計画（案）の意見交換会（７月２５日）　
　9 月　　氏家駅東地区魅力向上まちづくり基本計画策定懇談会設置
　　　　　 ⇒地元行政区長、行政機関、関係団体、交通事業者、学識経験者など
１１月　　同上懇談会第２回目において基本計画（案）のまとめ
　　　　　 ⇒整備区域及び整備スケジュールなど
１２月～　地元住民への基本計画（案）の説明及びホームページ掲載
　１月　　市としての基本計画の決定・公表
　２月　　基本計画に基づく地区整備について第１期区域内権利者へ意向調査

２３



２４

■駅東地区魅力向上まちづくり実現に向けての関連組織 

都市計画審議会

駅東地区魅力向上まちづくり
基本計画策定懇談会

栃木県との意見交換会
及び勉強会（Ｒ6～）

さくら市議会　　　
議員勉強会

関係行政区長
意見交換会

地元説明会及び地権者
説明会


